
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

演
劇
の
題
目
決
ま
る
！ 

 

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
実
行
委
員
会
が
開
催

で
き
ず
、
小
規
模
で
の
ブ
ロ
ッ

ク
運
営
委
員
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
の
情
報
共
有
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
感
染
状
況

が
比
較
的
収
ま
っ
て
い
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
各
専

門
班
が
徐
々
に
ギ
ア
を
上
げ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今
回
、
そ
の
動
き
の
一
つ
と

し
て
、
来
年
の
全
国
交
流
集
会

で
披
露
す
る
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
演

劇
の
題
目
が
演
劇
班
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
そ

の
先
に
あ
る
光
、
私
も
救
世
主

に
！
ア
ゲ
イ
ン
」
で
す
。
こ
の

演
目
は
２
０
１
８
年
第
23
回

集
会
の
群
馬
県
み
な
か
み
で
披

露
さ
れ
た
演
目
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
で
す
。
河
西
姉
妹
の
職

場
で
の
葛
藤
や
香
川
の
仲
間
と

の
出
会
い
。
そ
の
温
か
さ
と
優

し
さ
に
触
れ
て
成
長
す
る
と
い

う
内
容
で
、
今
回
、
当
時
の
演

目
を
土
台
に
、
彼
女
た
ち
の
さ

ら
な
る
成
長
を
詰
め
込
ん
だ
内

容
を
、
香
川
丸
亀
集
会
に
満
を

持
し
て
全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん

に
披
露
す
べ
く
進
め
て
い
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

  

Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
も

決
定
！ 

 

例
年
全
国
交
流
集
会
に
向
け

て
販
売
し
て
い
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

つ
い
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

し
ま
し
た
。
今
回
は
現
地
実
行

委
員
会
で
案
を
募
集
し
、
選
考

さ
れ
た
案
を
基
に
、『
月
刊
ま
な

ぶ
』
表
紙
絵
で
お
な
じ
み
の

Baby Pearl

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン

を
完
成
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
つ
ま
ず
い
て
も

仲
間
が
い
る
！
亀
の
一
歩
一
歩

は
ゆ
っ
く
り
で
も
、
走
れ
ば
回

る
風
車
！
」
で
す
。
カ
ラ
ー
は

「
ネ
イ
ビ
ー×

ピ
ン
ク
」と
「
ホ

ワ
イ
ト×

グ
リ
ー
ン
」
の
２
色

展
開
の
予
定
で
す
。
か
わ
い
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
方
に
着
用
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。 
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「
歴
史
の
始
ま
り 

三
池
闘
争
に
学
ぶ
」 

 

先
日
、
徳
島
で
三
池
闘
争
を
学

ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
テ
ー
マ

は
、
「
た
だ
普
通
の
労
働
者
が
、

最
強
と
う
た
わ
れ
た
三
池
の
労

働
者
に
」
変
貌
を
遂
げ
た
か
。 

三
池
労
働
運
動
は
、
人
間
性
の

墓
場
に
等
し
か
っ
た
炭
鉱
に
お

け
る
囚
人
労
働
、
差
別
が
蹂
躙
す

る
職
場
環
境
へ
の
怒
り
か
ら
始

ま
っ
た
。
三
池
労
組
は
「
労
働
者

が
職
場
の
主
人
公
へ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
職
制
支
配
の
排
除

と
し
て
、
輪
番
制
と
生
産
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
実
現
し
た
職
場
闘
争

か
ら
幹
部
闘
争
を
強
化
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
通
じ
て
大
衆
闘
争
路

線
へ
移
行
し
て
い
く
。 

歴
史
は
、
学
習
活
動
を
通
じ
て

凍
土
に
種
子
の
芽
吹
き
を
促
し

た
「
ホ
ッ
プ
」
の
時
期
、
大
衆
闘

争
を
花
咲
か
せ
た
「
ス
テ
ッ
プ
」

の
時
期
、
歴
史
に
輝
い
た
「
ジ
ャ

ン
プ
」
の
時
期
に
分
類
さ
れ
る
。 

活
動
家
づ
く
り
を
目
的
と
す

る
学
習
会
と
組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
労
働
運
動
へ
の
自
信
と
誇

り
を
自
覚
で
き
る
大
衆
闘
争
は
、

運
動
に
お
け
る
車
の
両
輪
だ
。 

そ
の
原
点
と
な
る
職
場
闘
争

を
日
常
的
に
追
求
出
来
て
い
る

か
が
我
々
活
動
家
の
構
え
と
し

て
問
わ
れ
て
い
る
。（
は
） 

（写真左上・右上）第 23 回全国交流集会での文化

交流（四国ブロック寸劇『その先にある光、私も救

世主に！』）の一場面 

 

（写真左下）Baby Pearl さんの T シャツデザイン 
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全国交流集会に向けての取り組み 

友
の
会
連
絡
会
議
を
開
催
し
、 

実
態
を
持
ち
寄
り
、
相
互
討
論 

徳島 
県協 

 

 

と き：２０２２年６月４日(土) １３時 ～５日(日) １２時 

場 所：オークラホテル丸亀（香川県） 参加費：未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交通アクセス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高松空港から車で約５０分 〇丸亀駅から車で約５分 

●空港シャトル便（高松空港から）※完全予約制 

０８７７－２２－１１１２（24 時間受付） 

 徳島県協では、前回のニュース第１号でお知らせした友の会連絡会議を開催し、各友の会会員・
読者・拡大対象者の具体的な名簿の突き合わせとともに拡大運動への展開を議論しました。 
各友の会の実情や課題、仲間への働きかけの苦労などが話されました。実際に仲間の動いている

実情を共有できたことで勇気が出たという声や、それぞれの友の会の弱い部分を他の友の会の仲間
や他の組織の動きと連携させていくことで補いながらやっていこうという意見も出されました。 
 
【友の会の報告抜粋】 
 三好市職友の会  まなぶの敷居が若者には高く受け止められ、月刊まなぶは購読するが、年配の
方々による組織の会員になるにはまだ早いという感覚になっている。会員の１人は、東京集会に
誘われて演劇をしたのがきっかけ。全国の先輩と話したり、長い時間をかけて今がある。 

 ８４友の会  友の会発足から３４年。今は阿讃と合同で第一学習会は何とか開催できている。長
くこの運動はやってきて縁が切れないと思っている。続けるからには展望を持ってあと一歩踏み
出す必要性を感じている。 

 美馬町職友の会  会員は３人。それぞれ顔を合わす機会はあるものの、２０１９年１２月から第
一学習会は開催出来ていない。誰が声をかけてやるかというのをみんなが待っているような状況
でそのままずるずるきた。やらないかんのはわかっている。ギアを上げていきたい。 

 徳郵友の会  職場から離れると拡大のターゲットが難しくなる。連合の運動が染みついている若
者に対しどのように接していくかが課題。労働者としての意識を持ち続けるための確認作業とし
て、運動の継続が必要。一方で、年配の人にすすめるのも難しい。ただ、運動というより仲間と
のつながりから今まで続けてこられて今がある。ただ待っていても拡大はできないので行動ある
のみ。 

 阿讃友の会  毎月友の会ニュースと一緒に配本し、ニュースでオススメ記事を紹介している。配
本は東から西へ１日がかりで行っている。６人ほど拡大対象がおり、さらに２人声掛けしたい人
がいる。第一学習会ではテーマを決めて取り組んでいる。 

 日本晴友の会  会員は４人。長く自身の第一学習会が休止のなかで全国交流集会に参加し、動か
ないと何も変わらないと感じた。その後市議会議員選挙闘争を通じて活気が生まれ、２年前から
再開することができた。 

 まあどんな友の会  職場友の会として、拡大が進まず存続が危ぶまれている。労働者としての話
が職場でなされない。職場でのぶつかりがないため、労働者としての視点も育たない。 


